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　こ
こ
で
、ご
注
進
。平
成
三
十
年
七
月
十
五

日
、鴎
外
七
歳
の
写
本
発
見
、新
聞
報
道
。道
徳

の
教
科
書「
童ど

う
も
う蒙
入
学
門
」の
写
本
が
公
開
さ

れ
た
。鴎
外
直
筆
で
は
現
存
す
る
最
も
古
い
も

の
と
み
ら
れ
る
。楷
書
で
丁
寧
に
書
か
れ
た
漢
字

で
あ
る
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て
も
七
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の
文
字
と
は
、幼
い
こ
ろ

か
ら
神
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ぶ
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け
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だ
そ
う
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て
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漱
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山
房
の
人
々
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、漱
石
門
下

生
、林
原
耕
三
が
昭
和
四
十
六
年
に
出
版
し
た

作
品
。（ 一 八
八
七
生
ま
れ
、一
九
一
八
年
東
大
英

文
科
卒
、在
学
中
か
ら
漱
石
に
師
事
、日
本
の

英
文
学
者・俳
人
）門
下
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と
し
て
漱
石
を
正

し
く
～
後
世
の
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石
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家
に
～
理
解
し
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も

ら
う
た
め
に
、小
島
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と
江
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淳
の
は
か
ら
い

で
実
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も
の
。
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介
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年
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記
念
し
当
時
と
同
様
な
レ
イ
ア
ウ
ト
で
連

載
が
始
ま
り
、切
り
抜
き
を
始
め
た
。明
治
末

期
と
い
う
時
代
の
変
わ
り
目
に
、四
十
歳
の
漱

石
は
な
ぜ
新
聞
社
を
選
ん
だ
の
か
、東
京
帝
国

大
学
講
師
の
職
を
な
げ
う
って
、東
京
朝
日
新

聞
に
入
社
し
た
の
は
、世
間
に
衝
撃
を
与
え
た
。

読
売
新
聞
と
の
争
奪
戦
の
末
の
決
断
だった
。

　「大
学
を
辞
し
て
朝
日
新
聞
に
入
っ
た
ら
、逢

う
人
が
皆
驚
い
た
顔
を
し
て
い
る
。中
に
は
何
故

だ
と
聞
く
も
の
が
あ
る
。大
決
断
だ
と
褒
め
る

も
の
が
あ
る
」

（「
入
社
の
辞
」一九
〇
七
年
五
月
三
日
東
京
朝
日
新
聞
）
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　　3 市町では、結婚を望む人の成婚のため、連携して結婚支援を行っています。

　3市町には、豊かな自然、魅力あるスポット、美味しい食がたくさんあります。そのような資源を活かし
た婚活イベントを、3市町連携で開催しています。ぜひ、素敵な出会いを見つけてください。

日奈久温泉スプリングフェスタ
さくらウォーク

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ひとのうごきひとのうごき

氷川町・八代市・芦北町定住自立圏 イベント情報

　日奈久温泉神社の桜が見頃です。春を感じながら登山を
楽しみませんか。
◆日時　３月３１日(日)
◆場所　櫛山・日奈久温泉神社一帯
◆集合場所・時間　
　日奈久温泉センター「ばんぺい湯」前
　8時30分受付開始（9時ウォーキングスタート）
◆参加料　500円（ちくわ焼き体験・入浴・抽選会引換券付）
※小学生以下は保護者同伴、飲み物、昼食は各自で準備
問日奈久温泉観光案内所　☎38-0267

　♥登録制度♥　
　結婚相手を見つけたい人を対象に、婚活イベントへの参
加促進のために登録制度を実施しています。

【 対 象 者 】20歳以上の独身男女
　　　　　（男性：町内在住者、女性：町内外問わず）

【登録期間】2年間（更新可）
【特　　典】①イベントの案内メールが届きます。
　　　　　②優先的にイベントに参加できます。
　　　　　③イベントへの参加申込みが簡単です。

八代市 芦北町

氷川町・八代市・芦北町定住自立圏構想

うらら祭り

素敵な場所で素敵な出会いを見つけませんか

氷川町の取組み
♥イベント参加費助成♥
　八代市または芦北町が主催・助成する婚活イベントに参
加した場合、参加費の半額を助成します。（1人当たり１年度
につき2回まで）
♥3市町合同イベント開催♥
　平成31年度の婚活イベントは、氷川町・八代市・芦北町
で合同開催します。詳細は広報誌やホームページなどで随
時お知らせします。
問 企画財政課　☎52-5850

▲氷川町チラｼ ▲八代市チラｼ

▲芦北町チラｼ

注意 ！
これらは既に開催したイベントチラシです。

◆日時　３月4日(日)　9時〜16時
◆場所　道の駅たのうら
◆内容　
　お楽しみ抽選会、振る舞いお菓子プレゼントなど

問 うらら祭り実行委員会事務局　☎0966-87-2230
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